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江
別
は
１
９
３
５
（
昭
和
10
）
年
ま
で
、
水
運
と
鉄
道

を
つ
な
ぐ
道
央
の
輸
送
拠
点
だ
っ
た
。
石
狩
川
河
口
の
石

狩
か
ら
江
別
を
中
継
拠
点
に
し
て
浦
臼
ま
で
定
期
航
路
が

あ
り
、
定
期
船
が
発
着
す
る
「
江
別
港
」
が
あ
っ
た
。
い

ま
、付
近
に
面
影
は
な
い
が
、場
所
は
江
別
市
防
災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
眺
め
る
千
歳
川
の
対
岸
あ
た
り
だ
。
こ
の
防

災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
そ
の
水
運
を
担
っ
た
外
輪
式
蒸

気
船
「
上
川
丸
」
の
実
物
大
模
型
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

人
気
ア
ニ
メ
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
ム
イ
」
に
、
主
人
公
が
上

川
丸
に
乗
船
す
る
シ
ー
ン
が
あ
っ
て
、
船
の
描
写
が
正
確

だ
と
フ
ァ
ン
の
間
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
江
別

港
に
思
い
を
は
せ
て
、
冬
の
江
別
を
散
策
し
て
み
た
。

　

明
治
の
新
政
府
誕
生
後
、
不
満
を
い
だ
く
士
族
の
乱
が

頻
発
し
た
。
１
８
７
４
（
明
治
７
）
年
の
佐
賀
の
乱
や
１

８
７
６
年
の
萩
の
乱
、
１
８
７
７
年
に
は
西
郷
隆
盛
を
大

将
と
す
る
西
南
戦
争
が
起
き
、士
族
の
囚
人
が
急
増
し
た
。

政
府
は
、
彼
ら
を
北
海
道
の
道
路
建
設
な
ど
に
従
事
さ
せ

よ
う
と
、
未
開
の
原
野
を
拓
き
１
８
８
１
年
、
現
在
の
月

形
町
に
樺
戸
集
治
監
、
幌
内
炭
鉱
が
操
業
を
始
め
た
三
笠

市
に
翌
年
、
空
知
集
治
監
を
設
け
た
。
ま
だ
道
路
が
整
わ

な
い
時
代
で
、
必
要
な
食
料
や
生
活
物
資
は
、
石
狩
か
ら

船
で
輸
送
し
た
。

　

１
８
８
２
年
に
幌
内
鉄
道
（
現
在
の
小
樽
市
手
宮
─
三

笠
市
幌
内
間
）
の
「
江
別
駅
」
が
開
業
し
た
。　

　

１
８
８
４
年
に
開
拓
使
は
、
外
輪
型
蒸
気
船
の
神
威
丸

を
就
航
さ
せ
、
集
治
監
の
物
資
輸
送
を
担
当
さ
せ
た
。
船

底
が
平
た
い
構
造
の
外
輪
船
は
川
の
水
深
が
１
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
と
浅
く
て
も
運
行
で
き
る
。
明
治
22
年
に
上
川
丸
が

就
航
。
全
長
25
メ
ー
ト
ル
、
60
ト
ン
の
石
狩
川
最
大
の
鉄

船
で
、
時
速
８
ノ
ッ
ト
、
定
員
60
人
だ
っ
た
。

　

石
狩
川
と
支
流
地
域
か
ら
集
め
た
農
産
物
は
、
船
で
江

別
港
ま
で
運
び
、
江
別
駅
で
鉄
道
に
積
み
替
え
て
大
消
費

地
の
札
幌
や
小
樽
に
届
け
る
。
一
方
、
小
樽
や
札
幌
か
ら

運
ん
だ
生
活
物
資
は
、
江
別
港
か
ら
石
狩
川
と
支
流
地
域

に
運
ば
れ
開
拓
者
を
支
え
た
。
江
別
港
と
江
別
駅
と
の
間

７
０
０
メ
ー
ト
ル
は
ト
ロ
ッ
コ
で
結
ん
だ
。
物
資
の
中
継

基
地
と
し
て
江
別
は
繁
栄
し
、
賑
や
か
な
市
街
地
が
形
成

さ
れ
た
。

　

１
８
８
６
（
明
治
19
）
年
に
な
る
と
樺
戸
集
治
監
や
空

知
集
治
監
の
囚
人
に
よ
っ
て
上
川
道
路（
札
幌
─
旭
川
間
）

の
建
設
が
進
み
、
滝
川
や
新
十
津
川
な
ど
へ
入
植
が
増
え

た
。
開
墾
で
切
り
出
し
た
木
材
は
砂
川
ま
で
流
送
し
、
砂

川
で
筏
（
い
か
だ
）
に
組
ん
で
江
別
ま
で
流
す
。
最
盛
期

の
１
９
０
０
年
ご
ろ
、
砂
川
に
は
筏
乗
り
が
７
０
０
人
も

い
た
。
現
在
、
特
殊
紙
を
製
造
す
る
王
子
エ
フ
テ
ッ
ク
ス

（
旧
王
子
製
紙
）
の
あ
る
付
近
は
、
上
流
か
ら
筏
で
運
ん

だ
原
木
を
引
き
上
げ
る
「
網
場
（
あ
み
ば
）」
が
設
け
ら
れ
、

製
紙
工
場
の
貯
木
場
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
。

　

江
別
駅
か
ら
千
歳
川
に
か
け
て
の
江
別
中
央
地
区
に

は
、
倉
庫
や
銀
行
、
商
店
な
ど
が
建
ち
並
ん
で
、
往
時
の

賑
わ
い
が
偲
ば
れ
る
。

　

そ
ん
な
場
所
に
残
る
市
指
定
文
化
財
の
旧
岡
田
倉
庫

は
、「
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
外
輪
船
」
と
し
て
地
域
劇
団
の

公
演
や
音
楽
会
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
一
角

青 木 和 弘

江別市・江別港

石狩川の港

防災ステーション２階に展示されている江別港のジオラマ。
外輪型蒸気船上川丸が貨物を満載したボートを引いて港に入
るところ。１回に米300俵を運んだという。江別港の位置は、
防災ステーションの対岸で、防災ステーション側ではない



25 北海道自治研究 ２０２１年１月（Ｎo.624）

は
堤
防
の
拡
幅
の
た
め
に
撤
去
さ
れ
る
の
で
、市
な
ど
は
、

移
転
保
存
を
検
討
し
て
い
る
。

　

箱
館
戦
争
で
旧
幕
府
軍
を
率
い
た
榎
本
武
揚
が
後
に
開

墾
し
た
土
地
が
対
雁
（
つ
い
し
か
り
）
に
あ
り
、
榎
本
公

園
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
が
江
別
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
。

江
戸
時
代
に
ツ
イ
シ
カ
リ
場
所
が
置
か
れ
た
あ
た
り
だ
。

対
雁
は
１
８
７
６
年
、
南
樺
太
の
ア
イ
ヌ
８
４
１
人
が
故

郷
を
離
れ
移
住
し
た
地
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
３
４
０
人
ほ

ど
が
、
コ
レ
ラ
と
天
然
痘
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
樺
太
ア

イ
ヌ
の
北
海
道
移
住
は
、２
０
１
９
年
の
直
木
賞
作
品「
熱

源
」（
川
越
宗
一
著
：
文
藝
春
秋
）
に
も
登
場
す
る
。

　

江
別
市
の
人
口
は
11
万
９
８
１
５
人
（
２
０
２
１
年
１

月
１
日
現
在
）。
江
別
、
野
幌
、
大
麻
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に

見
ど
こ
ろ
が
豊
富
で
あ
る
。

江別市防災ステーションの裏から千歳川が石狩川に注ぐ河口方面を眺める。現在は特殊紙を製造する王子エフテックス
の煙突から白い煙が上がる。その奥に北海道電力総合研究所があり、榎本公園などがある対雁である

江
別
市
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

１
階
に
特
産
品
売
り
場
が
あ
り

二
階
は
レ
ス
ト
ラ
ン
や
展
示

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
外
輪
式
蒸
気

船
上
川
丸
の
模
型
が
見
ら
れ
る

野
幌
に
あ
る
赤
レ
ン
ガ
工
場

跡
（
旧
ヒ
ダ
工
場
）
が
改
装

さ
れ
、
商
業
施
設
「
Ｅ
Ｂ
Ｒ

Ｉ
（
エ
ブ
リ
）」
と
し
て
営

業
し
て
い
る


